
認定ＮＰＯ法人こまちぷらす
理事長 森祐美子

何故、社会とつながる学びが必要なのか



本日のポイント

•学校の外（こどもたちが生きていく社会）における協

働の事例から考える

•自分にとっての「学校と地域の連携」について考えを

深める

•連携の中で難しい局面、どう整理するか



本日の流れ

•自己紹介

•協働事例について

•学校での事例について

•協働のポイントについて

•ワーク

•まとめ



自己紹介

2004年トヨタ自動車株式会社にて海外営業や海外調査を担当。第一子出産直後に感じ

た育児における孤独感やその後救われた経験から、2012年に退社しこまちぷらすを当

時のママ友数人と立ち上げる。

2013年９月～2016年10月 横浜市子ども・子育て会議委員
2014年７月～2015年３月 横浜市地域子育て支援拠点における利用者支援事業のあり方検討会委員
2016年11月～2021年4月 戸塚宿ほのぼの商和会副会長
2017年11月～2018年３月 「横浜教育ビジョン2030」に関する懇談会委員
2018年７月～現在 横浜市教育委員会委員
2019年４月～2021年３月 横浜市市民協働推進委員
2024年4月～現在 横浜地方裁判所委員会委員
2024年5月～現在 厚生労働省「重層的支援体制構築推進人材養成研修・広報啓発事業」WG
委員

委員関係



2017年2月 イスラエル政府招へいプログラム「女性ヤング・リーダーシップ・プログラム」に
女性代表団の一員選出＠イスラエル1週間訪問

2019年12月 フィッシュファミリー財団（ボストン）第３回チャンピオン・オブ・チェンジ日本大賞にて入賞
2022年10月 フィッシュファミリー財団ボストンJWLIボストンプログラム フェロー選出

＠アメリカ ボストン1か月研修
2023年6月 ザルツブルググローバルセミナー フェローに選出 ＠オーストリアザルツブルグ1週間研修
2024年6月 ザルツブルググローバルセミナー 国際会議出席
2024年11月 北米2都市（ニューオリンズ・ワシントンDC）にて講演

海外へ居場所づくりについて発信



アイスブレーク

皆さんの自己紹介

※ペア

１．名前、学校名

２．今日聞きたいと思っていること

３．何故先生になったか



グランドルール

1人 分話しきるまで

・話をさえぎらない/かぶせない

・否定しない

<テニスの壁打ち＞をイメージしてください



本日の流れ

•自己紹介

•協働事例について

•学校での事例について

•協働のポイントについて

•ワーク

•まとめ



こまちぷらす：子育てをまちでプラスに

スタッフ人数：約50人（2024年11月現在）

登録ボランティア数：約340人（こまちパートナー）

第7回健康寿命をのばそう！アワード 厚生労働大臣 団体部門 優秀賞受賞
（2018年11月）
第13回かながわ子ども・子育て支援大賞「奨励賞」 受賞（2019年11月）
第12回地域再生大賞 準大賞受賞（2022年1月）





こまちカフェ

ボランティアの

方が赤ちゃんや

こどもを見守り。

お母さん、

お父さんたちが

ご飯をゆっくり

両手で味わって

食べることがで

きる。

親も子もいろん

な大人に出会う

ことが大事。



こよりどうカフェ



安心した関係性の中でつぶやける言葉





社会において孤立している状況が課題。どう関係性を再構築できるか。

社会とのつながりがもたらすもの
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•心の健康や幸せを保つ

•新たな挑戦を支える

•自己成長を促す

妊娠・出産・育児・介護などによる影響

影響：これまで持っていた社会とのつながりが薄くなる

理由：特定少数の人との関係に大半の時間を費やすから

解決の方向性：多様性に触れる機会と時間を増やす

影響：これまで持っていた自信や自己肯定感が下がる

理由：不甲斐なさ※を感じる機会が多いから

解決の方向性：エンパワーメントする

※思うようにならず残念で情けない気持ち

こまちぷらすの価値

Reconnecting with society（社会とつながりなおす）

1. 今の自分を「受け入れて」もらえる

2. 多様な機会がある

3. 今の自分にもできることがあると「自信が持てる」

4. 自分の中にある潜在能力が「引き出される」

5. これまでの自分とは違う一歩を踏み出せる「力に気付く」

6. 自ら新たな挑戦に取り組む

新たな自分として社会参加

•多様な社会属性との関係構築と協働

•具体的活動のための場や事業の運営

こまちぷらすの基盤

経営資源の獲得

こまちパートナーの方の発言より編集・作成（作成：株式会社イミカ）



キーワード

1. 今の自分をそのまんま「受け入れて」もらえる

2. 自分が今できそうな参加の機会・場がある

3. 今の自分にもできることがあると「自信が持てる」

4. 自分の中にある潜在能力が「引き出される」

5. これまでの自分とは違う一歩を踏み出せる「力に気付く」

6. 自ら新たな挑戦に取り組む

出会う、「何か」共にする、頼り合う

➤そういう空間・関係性が必要

大事なポイント：



こよりどうカフェから⇒保育園にお惣菜を届ける事業も実施

2023年6月
内閣官房
地域における孤独・孤立対策に関する 
NPO 等の取組モデル調査に採択される

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodoku_koritsu_taisaku/pdf/230613_npo.pdf

記者発表資料



お惣菜と一緒に地域情報を届けることで、働きながら子育てしている世帯に地域との接点をつくる



ウェルカムベビープロジェクト

まちからの出産祝い

商店会有志からの
絵本

タクシー会社からの
チケット

保険会社×地域作家
手づくりスタイ等

離乳食スプーン

液体ミルク

ホテル
家事代行サービス

まちの中で我が事として、子育てに関わる人口を増やす



参加のプラットフォームをつくる

小学生、中学生、

高校生、大学生、

妊娠中の方、

出産祝いを受け取った方、

９０歳代の方、

様々な年代の方が街中で

年間約900人程参加し

出産祝いをつくる。



背守り縫ってくれている方々の声

同じような趣味をもった方
たちと話をするのが楽しい。

また、この背守りがどんな赤ちゃんの
元へ届くか想像しながら背守りを縫う
のが楽しい。

自分の子育ても思い出したりして、背守り

をつくることに今は生きがいを感じ
ている。

4年前に引っ越して高齢者住宅で暮らすようになった

けど、知り合いがいなかった。

教え合ったりしながらそれぞれの生い立ち
や昔話をしながら背守りをつくるのが楽しい。



ウェルカムベビープロジェクトにおける協働

おむつ自動販売機の展開

・産後家庭の外出支援としての自動販売機

・飲み物一本の購入からのプロジェクトを支援できる支援自動販売機

（支援自動販売機の場合、飲み物一本の購入の一部が、プロジェクトへ支援金として届けられます。）

全国設置場所（92か所107機）
内支援自動販売機は約20機

2024年4月時点でのおむつ自動販売機全国設置場所戸塚区総合庁舎



協働の考え方

目的は違うのだが、
同じ目標を達成することで、各目的を達成。

それぞれの「したいこと」が違う、という前提のもとに、
「共有の目標をつくる」

目的

A B

目的

A

B

ともに目的が同じで、同じように活動する

ともに目的が同じだが、主役AにBが協力する

目標

A B

A’ B’

参考/一部引用：WAM主催オンライン学習会「地域共生社会に必要な連携とは何か？」松原明氏資料より



なんとかなる「クッション」が増えていく



本日の流れ

•自己紹介

•協働事例について

•学校での事例について

•協働のポイントについて

•ワーク

•まとめ



池田さんによるお話し
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ペアワーク

・印象に残った言葉はどんな言葉でしたか？

・何故その言葉が印象に残ったか、ご自身の体験とつなげて
お話しください。

ワークシート①



グループワーク

・クラス・学年の子を思い浮かべてみてください。
学校外の人との出会い、協働によってどんな連携をしたら
その子が輝くか・活躍できるか考えて見てください。

ワークシート②



問い

「地域との連携をしないと」から始まっていないか

「やらされ感」がないか

「自ら学び、社会とつながり、ともに未来をつくる人」
に、つながっている取り組みだろうか。



ポイント

・何のために

・児童生徒、教職員、地域の人が安心して楽しく関われている、
環境と関係性づくり（教職員自ら楽しんでいることが
何より求心力に）
➤そのためには自分の中にある想いから出発

・自分の存在/役割を誰かが喜んでくれている！そんな
実感得られるような弱いつながりをこどもたちの周りに

➤保護者、先生以外の「価値観」が世の中にあることを知る



しかし・・・連携を始めると様々な困難も。

期待のすれ違い。

「自分たちがお願いをしたいこと」と「相手のできる
こと」のマッチングで終わってしまい、徐々にミス
マッチが生まれたり、気持ちが消耗。

お願いした手前、「NO」という難しさ。



活用できるツール例

① ②③

④ ⑤

⑥

⑦

超福祉の学校プロジェクト@
NPO法人ピープルデザイン研究所/認定NPO法人こまちぷらす



©超福祉の学校プロジェクト@
NPO法人ピープルデザイン研究所/認定NPO法人こまちぷらす

＊①②のみ今回のワークのため文言変更

①
現状を具体的に。
どんなことが課題？

②
こどもたちが

「自ら学び 社会とつながり
ともに未来を創る人」に

なっている

③
困りごと・課題感を
生み出している壁は？

ヒト？もの？テクノロジー？
社会・組織？何故その困りごと・

課題感を感じてしまうの
だろうか？

④
既にやっていること
できていることもある。

それはどんなこと？

⑥
誰のどんなスキルとコラボを
すれば困りごと・課題感を
解決できるだろうか？

⑤
「自分」のどんな強みを
活かすことで困りごと・

課題感の解決に
つながるだろうか？

⑦
具体的な困りごと・課題感を解決するために

必要なアクションは何だろうか？
アクションを起こすことで

「解決した後の姿」は実現できるだろうか？

ここは必ず「自分・自分たち」を主語に。

既存の取り組み

現状・課題



©超福祉の学校プロジェクト@
NPO法人ピープルデザイン研究所/認定NPO法人こまちぷらす

＊①②のみ今回のワークのため文言変更

②
こどもたちが

「自ら学び 社会とつながり
ともに未来を創る人」に

なっている

⑤
「自分」のどんな強みを
活かすことで困りごと・

課題感の解決に
つながるだろうか？

既存の取り組み

現状・課題



自分の専門性、強み

目標に対して、自分の専門性だけではできないことがある。

→そこへの気づきから、連携の必然性が出てくる
→連携したい相手が見えてくる



自分の専門性、強みとは

・「できる、できない」の価値軸だけではない。

・その人の【当事者性】
例）（幼少期に）どんな経験をして、どんな感じ方をしているか
例）父親であること、兄弟に障害があること、親の介護をしていること
例）どんな方との出会いがあったか

こうしたこともその人の強み、専門性。

例）小さいころにたくさんの大人に囲まれて育った➤子どもたちに自分のように素敵な
大人に出会ってほしい➤こどもに関わる仕事



協働において大事なポイント

・「目標」に賛同する参加者が、関わる中で安心し、楽しいと感じ、
元気になること。

・そのためには、個人の意志や想いが起点にあること

・価値創造は、その意志や想いを持つ個人が、周囲を巻き込むこと
から始まるということ

＝つながるということは、まず、自分自身とつながること。



協働において大事なポイント

教職員の皆さん自身が自分とつながって語れているか。
こどもたちはどうか。

・内容（何をするか）の前に、個人の意志や想いへの伴走が必要。



Leading from one step behind

（一歩後ろから導く）

ガウンを着て杖をついて歩く人が

自分の意志で歩くことを

ポロシャツを着た人が

（迷わないように・転ばないように）

一歩後ろについて支援している

ドア空けますね

段差に気をつけて

画像引用：https://www.progressfocused.com/2009/04/literally-leading-from-behind.html

伴走の姿勢
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